都市計画マスタープラン策定実習 第2回中間発表　2009/01/30
“Tsuchiu Life” style
第6班　寺尾慈明／松下拓未／阪口将大／嶋田 章／岡 宏樹　TA 五十石俊祐

1. 基本構想
我々6班のコンセプトは
“Tsuchiu Life” style

である。現在の土浦市・土浦市民がもつ資源や問題点に基づき、歴史・自然・立地・市民活動などのポテンシャルを最大限に引き出すコンセプトとした。より住みやすい街にし、土浦のLife Styleを確立する。
2. 現状分析と将来予測
2.1 道路

図2-1は現在の道路整備計画と混雑をJICA-STRADAを使用して分析した結果である。左図は現在の、右図は20年後の交通状況の予測結果である。前提として、①現在の計画である圏央道・国道6号牛久土浦バイパス・朝日トンネルが全通、②茨城県南地域全体で人口が5％減少（つくば市35万人、他8％減。コーホート分析により推計）、の2つの仮定を置いている。
現状では国道6号を中心に混雑箇所が多い。しかし、予測の結果、朝日トンネルを除いてほとんどの区間で混雑は見られず、今後人口が減少することを踏まえると道路整備は十分な水準に達していると考えることができる。
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　図2-1　道路計画と混雑

左：現在　右：20年後

2.2　医療
図2－2は市内の医療機関の分布を示した図である。この図から、特に新治地区を中心に医療施設が少ない地域があることがわかる。統計的に医療水準は高いとされる土浦市であるが、施設の立地に偏りがあることがわかった。

[image: image3]
図2-2　市内の病院・診療所

2.3　高齢化福祉
図2-3は市内の老人福祉施設の分布である。この図から、高齢化率が高い地域に福祉施設が少ないことがわかる。
図中の灰色の線はバス路線を表す。新治地区においてはバス路線が極めて少なく、公共交通が充実していないことがわかる。
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図2-3　市内の老人福祉施設

2.4　教育・文化
図2-４は市内の公民館・ホールや文化活動拠点の分布を示した図である。公民館は市域全体に立地しており、市民活動ができる場所は各地区にあることがわかる。一方、茶道教室・華道教室などの文化活動拠点は中心部に集中していることが特徴である。

[image: image5]
図2-4　市内の公民館・ホール・文化施設

2.5　防犯

図2－5は市内の警察署や交番の分布である。この図から、人口の多い地区であっても、警察署や交番が立地していない地区があることがわかった。
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図2-5　市内の警察署・交番・駐在所
2.6　子育て環境
　図2－6は市内の保育所の分布を示した図である。この図から、0歳～4歳人口が多い地区に保育所があることがわかる。特に、中心地区や荒川沖地区には多くの施設が立地している。

[image: image7]
図2-6　市内の保育所

2.7　買い物事情
　図2－7は市内のスーパーマーケット、ショッピングセンター、コンビニエンスストアの分布である。中心地区や荒川沖地区には多くの施設がある一方、神立地区の南側や新治地区には商業施設が少なく、地区内での買い物には不便であると推測できる。また、新治地区では公共交通が非常に少なく、自家用車への依存度が高いと考えられる。
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図2-7　市内の商業施設
3. 重点整備計画
1． 土浦の“顔”としての市街地の魅力づくり

中心地区を対象として、土浦の“顔”としての市街地の魅力を創出するため、①メインストリート計画、②水上交通「運河」計画を実施する。

2． 新サービスシステムの構築

新治・神立地区など、買い物の環境があまり整っていない地区を対象として、買い物弱者を発生させない新たな生活サービスシステム「移動定期市」を構築する。これにより、自力交通が困難となっても日々の生活に困らない「安心して年齢を重ねられるまち」を実現する。また、市においてコミュニティが形成されることをもねらう。

新治地区は高齢化が顕著である一方、公共交通は地区を横断するバス路線が1本あるだけであり、自動車なしでは生活が成り立たない状況である。今後さらなる高齢化が見込まれ、交通弱者の増加から公共交通の充実が望まれるが、人口減少社会にあって路線拡充が見込めない中、「街中に出なくても暮らせる」システムを整備していく。

荒川沖地区ならびに神立地区に関しては、常磐線や国道6号線などで中心市街地へのつながりが強いと考えられる点で新治地区とはやや状況が異なる。そこで、まず中心市街地において重点的な政策を実施することにより、その副次的な効果として現在の両地区の問題点を改善することを想定する。その上で、この各地区の特徴や実情に合った政策を推進することにより、さらなる改善を目指すため、今回は具体的な提案を見送ることにする。

4. 各地区の整備計画

土浦市を図3.1のように4つの地区に分けた。第2章でまとめた背景から、第1章で述べた基本構想を基に、各地区の魅力創出のための整備計画を立てた。
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図3-1　地区分類と特徴

3． 中心地区

＜現状＞
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図3-2　中心地区の現状

＜プロジェクト＞

１．メインストリート計画

駅前から観光拠点である亀城公園までの道筋をわかりやすく整備し、まちのメインストリートを創る。以下の3本のルートを整備する。

1 のれんストリート
のれんにより、土浦の歴史的まち並みを再現するとともに、営業している店をわかりやすくする。店舗としては地元の食材を使った料理や伝統工芸品を扱う店舗を出店させることで、土浦独自の賑わいを生む。

2 生活メインストリート
駅前～高架道下広場までの区間。主に市民が自動車を気にせずにゆったりと買い物できるよう、歩道を整備する。

3 505ストリート
高架道下の道をモール505と一体整備。観光客が買い物を楽しみながら歩けるように整備する。
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図3-3　メインストリート計画

２．待ちかど蔵

まちかど蔵に停留所と休憩所としての機能を持たせることにより、バスの待ち時間の間にまちかど蔵の利用促進とともに、バスの利用促進を図る。

4． 荒川沖地区

＜現状＞

第2章でも示したとおり、荒川沖地区では買い物施設・保育施設・医療施設とも充実しており、住宅地として良好な環境となっている。一方文化施設はあまりない、人口の割に交番が少ない、ロードサイドショップが多く駅前商店街に魅力がない、などの問題もある。

国道6号が混雑する一方、東大通りの利便性は高く、つくばとのアクセスが便利である。両市にアクセスできる立地の良さを生かしたまちづくりを今後提案したいと考えている。
5． 神立地区

＜現状＞

神立地区は工業団地となっており、工場が多く立地している。第2章で示した図から、地区の北側では各種施設が多く立地していて便利だが、南側は各施設とも立地が少なく、不便である。特にスーパー、保育所などでこの傾向が強い。また医療施設・交番などは地区全体として不足している。

公共交通があるため、地区南部の住民の需要は中心地区または神立地区北部へ流れるような仕組みづくりが必要であると考えている。

6． 新治地区
＜現状＞

第2章でも見たように、

· 地域交流拠点が多い
· 交番は多く、安全

· 高齢化が顕著
· 医療・福祉施設の不足

· 買い物施設が少ない

· 公共交通が特に少ない
という特徴がある。高齢化が顕著である一方、公共交通は地区を横断するバス路線が1本あるだけであり、自動車なしでは生活が成り立たない状況である。今後さらなる高齢化が見込まれ、交通弱者が増加することから公共交通の充実が望まれる。しかし人口減少社会にあって路線拡充が見込めないため、交通を充実させるのではなく、地区内・自宅近隣で基本的に生活が完結するシステムの整備を図ることとした。

＜プロジェクト＞　定期移動市
主に高齢者の日常の買い物対策として、移動定期市を提案する。これは日用品・食料品の販売車が定期的に地区内を巡回して販売を行うもので、週に2回程度巡回し、出かけなくても日用品を揃えられるようにする。市の開催場所として、地区内に多数整備されている公民館・集会場を利用する（図2-4参照）。

[image: image11]
図4-1　定期移動市イメージ

さらに、日用品の買い物だけでなく、生活に関連するサービスや簡単な診療も実施し、これらを一元的に提供できるシステムとする。コミュニティ形成の場となることも期待され、孤独な住民が発生することをも防ぐ。買い物弱者とならずに「安心して年齢を重ねられる農村」「孤独にならない農村」を目指す。

[image: image12]
図4-2　生活システムとしての定期市のイメージ

5. まとめ・今後の展望
以上の提案を通して、土浦市でより住みやすい土浦Life Styleを実現する。
今後の展望としては、今回提案を見送った荒川沖・神立両地区での重点計画の立案と、各地区・市全体における提案のさらなる深度化・現実との整合性の向上を図っていくこととする。
■参考文献等

· 第７次土浦市総合計画
· 土浦市公式ホームページ
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/
· 社団法人土浦観光協会
http://tutiura.727.net/
· 統計いばらき
http://www.pref.ibaraki.jp/tokei/
· 統計つちうら
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/index.php?code=1328
· 生活ガイド（行政情報）
http://www.seikatsu-guide.com/area/compare_cities/691/428/7
· 常陽新聞
■イラスト素材集

· Clip Art Factory
http://www.printout.jp/clipart/
· みつる工房
//mkoubou.kids-site.net
· 素材のぷちっち
http://putiya.com

· フリー素材の人物イラスト屋さん
http://free-illustration.com
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